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一
三
五

一
、
は
じ
め
に

筆
者
は
、
本
硏
究
所
『
漢
字
學
硏
究
』
第
一
號
に
「
殷
代
武
丁
期
卜
辭
に
み
え

る
『
帝
』
と
『
下
上
』」
と
い
う
テ
ー
マ
の
論
文
を
揭
載
し
た
。
こ
れ
は
、「
帝
」

と
「
下
上
」
を
ふ
く
む
卜
辭
史
料
を
、
從
來
の
卜
辭
の
扱
い
方
か
ら
一
步
を
踏
み

出
し
、
甲
骨
片
の
材
質
の
違
い
や
出
土
坑
（
地
點
）
か
ら
の
視
點
を
導
入
し
て
、

自
說
を
披
瀝
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
說
を
提
出
し
た
か
ら
に
は
、
學
界
に
寄
與
す

る
と
い
う
觀
點
か
ら
、
當
然
、
痛
烈
で
あ
れ
發
展
的
で
あ
れ
、
嚴
し
い
批
判
な
り
、

評
價
な
り
が
期
待
さ
れ
、
望
ま
れ
も
す
る
。
と
り
わ
け
、
テ
ー
マ
に
關
連
す
る
分

野
の
硏
究
者
か
ら
の
評
價
は
、
自
說
を
補
強
も
し
く
は
修
正
す
る
う
え
で
、
大
層

有
り
難
い（

1
）。

こ
の
テ
ー
マ
で
は
、
思
想
・
哲
學
・
歷
史
な
ど
の
關
連
分
野
か
ら
の
批
判
が
歡

迎
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
期
待
で
き
な
い
の
が
、
現
狀
で
あ
る
。

甲
骨
學
が
中
國
の
古
代
思
想
・
歷
史
に
ふ
く
ま
れ
る
か（

2
）、
も
し
く
は
近
接
す

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
質
の
世
界
と
い
う
か
、
と
り
つ
く
シ
マ
も
な
い
と
い
う

風
に
考
え
ら
れ
や
す
い
。
い
わ
ば
「
批
判
・
評
價
」
す
る
手
段
が
な
い
と
思
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
同
分
野
を
硏
究
す
る
者
に
對
し
て
さ
え
、
方
向
性

の
相
違
な
ど
で
、
批
判
ら
し
い
批
判
、
評
價
ら
し
い
評
價
を
す
る
こ
と
、
あ
る
い

は
期
待
す
る
こ
と
は
、
現
實
に
は
む
ず
か
し
い
。

甲
骨
文
・
金
文
は
特
殊
な
文
字
を
あ
つ
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
獨

善
的
に
な
り
や
す
い
と
い
う
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
硏
究
者
が
少

な
い
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
。
そ
し
て
、硏
究
者
が
少
な
い
分
け
は
、「
勞
多
く
し
て
、

功
少
な
し
」
と
の
風
評
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
學
習
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
適
切
な
テ
キ
ス
ト
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
ず（

3
）、
第
一
に
指

導
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
硏
究
者
が
增
え
る
は
ず
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
狀
で
あ
る
か
ら
、
日
本
の
甲
骨
學
界
は
、
低
調
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
か
つ
て
、「
日
本
甲
骨
學
會
」
が
設
立
さ
れ
、
機
關
誌
が
發
行
さ
れ
て

い
た
こ
ろ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う（

4
）。

こ
う
し
た
現
狀
を
今
す
ぐ
打
開
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
が
、
將
來
に
む
け

て
、
甲
骨
學
の
現
在
の
レ
ベ
ル
を
情
報
發
信
し
て
お
く
こ
と
は
、
無
意
味
で
は
な

か
ろ
う
。

そ
こ
で
、
以
下
に
筆
者
の
論
文
を
俎
上
に
の
せ
、
批
判
・
評
價
に
際
し
て
、
良

心
的
な
硏
究
者
な
ら
取
る
べ
き
は
ず
の
手
順
を
、工
具
書
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

使
用
法
を
傳
え
た
い
。

甲
骨
學
の
工
具
書
使
用
案
內

―
甲
骨
學
論
著
引
用
卜
辭
を
め
ぐ
っ
て

―

末　
　

次　
　

信　
　

行



甲
骨
學
の
工
具
書
使
用
案
內

一
三
六

二
、
工
具
書
な
ど
に
つ
い
て

本
題
に
入
る
前
に
「
工
具
書
」
と
は
ど
の
よ
う
な
書
物
を
指
し
、
ま
た
初
步
的

に
用
い
る
工
具
書
に
つ
い
て
簡
單
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

「
工
具
」
と
い
う
と
、「
工
作
に
使
う
道
具
」
と
い
う
の
が
本
來
の
意
味
で
あ
る
。

こ
の
「
道
具
」
が
「
手
段
」
の
意
味
に
轉
じ
て
、「
工
具
書
」
と
は
事
典
・
字
典
・

辭
典
・
索
引
・
年
鑑
や
參
考
書
類
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。
目
的
を
遂
げ

る
た
め
の
手
段
を
指
し
て
工
具
と
い
う
わ
け
で
、
便
利
な
こ
と
ば
で
あ
る
。『
現

代
漢
語
詞
典
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
七
三
年
）
の
「
工
具
書
」
の
項
に
は
「
專

爲
讀
者
査
考
字
義
、
詞
義
、
字
句
出
處
和
各
種
事
實
而
編
纂
的
書
籍
」
と
說
明
し
、

例
と
し
て
「
字
典
、詞
典
、索
引
、歷
史
年
表
、年
鑑
、百
科
全
書
等
」
を
揭
げ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
甲
骨
學
上
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
初
步
的
な
工
具
書
を
使
っ
て

み
た
い
。
前
號
小
論
の
重
要
語
彙
は
「
帝
」
と
「
下
上
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
ま
ず

こ
の
言
葉
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
、「
字
」
あ
る
い
は
「
詞
」、
術
語
す
な
わ
ち
卜
辭
に
見
ら
れ
る
「
い
い
ま

わ
し
」、
著
錄
書
名
、
硏
究
者
名
な
ど
の
項
目
を
調
べ
た
い
と
き
に
は
、
孟
世
凱

の『
甲
骨
學
辭
典
』（
上
海
人
民
出
版
社
、二
〇
〇
九
年
。
一
九
八
七
年
出
版
の『
甲

骨
學
小
詞
典
』
の
修
訂
版
）
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

孟
世
凱
は
、
一
九
三
五
年
生
ま
れ
。
四
川
省
出
身
。
四
川
大
學
歷
史
系
で
徐
中

舒
敎
授
に
師
事
し
、
先
秦
史
を
學
ん
で
い
る
の
で
、
王
國
維
の
孫
弟
子
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
卒
業
後
か
ら
、
中
國
科
學
院
（
現
在
・
中
國
社
會
科
學
院
）
歷
史
硏

究
所
で
先
秦
史
や
甲
骨
文
硏
究
に
從
事
し
て
い
る
。『
甲
骨
文
合
集
』（
後
出
）
編

纂
な
ど
多
數
の
編
纂
書
が
あ
り
、
發
表
論
文
な
ど
一
七
〇
篇
に
お
よ
ぶ（

5
）。

『
甲
骨
學
辭
典
』
が
收
め
る
項
目
は
、
三
一
八
二
條
に
の
ぼ
る
。
內
容
は
殷
墟

出
土
の
甲
骨
文
と
こ
の
關
連
項
目
が
主
で
あ
り
、周
原
出
土
の
甲
骨
文
も
ふ
く
む
。

た
だ
し
、
揭
載
さ
れ
た
項
目
・
用
語
な
ど
は
、
二
〇
〇
一
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た

著
書
な
ど
に
限
る
。
正
文
（
本
文
）
は
筆
畫
數
の
順
に
語
彙
が
排
列
さ
れ
て
い
る
。

正
文
の
前
に
「
筆
畫
詞
目
表
」
が
あ
り
、
ま
ず
、
こ
れ
を
使
っ
て
目
的
と
す
る
單

語
の
有
無
と
ペ
ー
ジ
數
を
確
認
す
る
。

た
と
え
ば
、「
帝
」
を
求
め
る
場
合
、
帝
字
の
畫
數
で
あ
る
九
畫
の
と
こ
ろ
を

開
き
、起
筆
順
で
搜
す
と
四
一
九
頁
と
あ
る
。
つ
い
で
本
文
の
四
一
九
頁
（
圖
Ⅰ
）

を
捲
る
と
、
親
字
の
「
帝
」
が
ト
ッ
プ
に
あ
り
、
つ
ぎ
に
甲
骨
文
字
が
四
例
な
ら

ぶ
。「
帝
」
に
は
三
つ
の
意
味
と
し
て
三
項
目
を
揭
げ
る
。
一
は
「
天
帝
、天
神
」、

二
は
「
商
先
王
尊
號
」、
三
は
「
祭
名
」
と
す
る
。

「
天
帝
、天
神
」の
項
目
が
小
論
の
テ
ー
マ
に
近
い
。
こ
の
項
目
の
解
說
中
で
は
、

「
卜
辭
中
所
見
主
宰
風
雨
雷

（
旱
）
和
人
間
禍
」
と
し
、
卜
辭
に
み
え
る
「
帝
」

の
權
能
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
の
あ
と
卜
辭
例
を
揭
げ
て
い
る
。

「
帝
」
の
つ
ぎ
に
は
、「
帝
」
を
ふ
く
む
用
語
と
し
て
以
下
の
項
目
を
順
に
立
て
る
。

「
帝
乙
」「
帝
丁
」「
帝
云
」「
帝
五
玉
臣
」「
帝
五
臣
」「
帝
甲
」「
帝
史
」「
帝
史
風
」

「
帝
臣
」「
帝
作
禍
」「
帝
辛
」「
帝
其
命
風
」「
帝
其
命
雷
」「
帝
其
終
茲
邑
」「
帝
若
」

「
帝
虎
」「
帝
命
雨
」「
帝
受
我
佑
」「
帝

茲
邑
」「
帝
降

」「
帝
降
黑
」「
帝
降

」「
帝

年
」「
帝
秋
」「
帝
風
」「
帝
鳥
」「
帝

」「
帝
肇
王
疾
」
な
ど
の
項
目

ご
と
に
、
そ
の
意
味
と
卜
辭
例
を
揭
げ
る
。

ど
う
よ
う
に
、「
下
上
」
を
引
く
と
、
本
文
の
六
〇
頁
（
圖
Ⅰ
）
に
み
え
、
つ

い
で
「
下
上
弗
若
」「
下
上
若
」
の
項
目
が
な
ら
ぶ
。

こ
の
『
甲
骨
學
辭
典
』
は
、
こ
う
し
た
重
要
語
彙
に
對
す
る
木き

目め

の
細
や
か
さ



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
三
七

が
、
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
つ
ぎ
の
十
表
が
、
附
錄
と
さ
れ
、
甲
骨
學
の
基
礎
知
識
の
一
部
を
提
供

す
る
。

一
、「
商
代
世
系
對
照
表
」（
史
記
・
殷
本
紀
の
系
圖
と
卜
辭
か
ら
歸
納
で
き
る

系
圖
を
比
較
し
た
表
）　

二
、「
甲
骨
卜
辭
中
父
母
兄
子
稱
謂
表
」（「
稱
謂
」
と
は
、
こ
こ
で
は
親
族
の

關
係
を
示
す
名
稱
の
こ
と
で
あ
る
。王
妣
在
位
者
と
未
在
位
者
に
對
す
る
名
稱
で
、

父
某
・
母
某
・
兄
某
・
子
某
と
卜
辭
に
み
え
、
こ
れ
が
卜
辭
の
時
代
區
分
の
指
標

の
一
つ
と
さ
れ
る
。
武
丁
・
祖
甲
・
康
丁
・
武
乙
・
文
丁
・
帝
乙
・
帝
辛
の
そ
れ

ぞ
れ
世
代
ご
と
に
「
稱
謂
」
が
記
さ
れ
た
表
）

三
、「
各
家
所
定
甲
骨
卜
辭
貞
人
時
期
表
」（
一
四
二
例
の
貞
人
が
、
五
期
區
分

の
ど
の
時
期
に
屬
す
る
か
を
示
す
表
で
、
各
家
す
な
わ
ち
董
作
賓
・
島
邦
男
・
陳

夢
家
・
貝
塚
茂
樹
・
饒
宗
頤
・
郭
沫
若
の
各
說
を
上
す
）

四
、「
殷
墟
卜
辭
所
見
先
妣
表
」（
先
公
で
あ
る
示
壬
の
妣
か
ら
、
先
王
で
あ
る

文
武
丁
の
妣
ま
で
三
〇
例
の
表
）

五
、「
甲
骨
刻
辭
中
所
見
諸
子
表
」（
子
某
の
一
二
五
例
の
表
）

六
、「
殷
墟
甲
骨
文
所
見
諸
婦
表
」（
婦
某
の
一
一
九
例
の
表
）

七
、「
甲
骨
文
干
支
表
」（
十
干
十
二
支
の
甲
骨
文
字
に
つ
い
て
、
第
一
期
と
第

五
期
の
原
形
例
を
併
記
し
比
較
す
る
表
）

八
、「
甲
骨
學
大
事
年
表
」（
一
八
九
八
年
以
前
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
主
要

な
出
來
事
に
つ
い
て
、
出
版
情
報
を
中
心
に
ま
と
め
た
年
表
）

九
、「
殷
墟
甲
骨
文
著
錄
書
簡
表
」（
甲
骨
片
を
著
錄
す
る
書
名
、
編
者
、
拓
本

か
模
本
か
寫
眞
か
な
ど
の
類
別
、
綫
裝
・
平
裝
・
簡
裝
・
精
裝
な
ど
裝
丁
の
別
と

册
數
も
し
く
は
逐
次
刊
行
物
名
、
所
收
甲
骨
片
數
、
略
稱
、
出
版
年
月
な
ど
を
記

し
た
表
）

十
、「《
甲
骨
文
合
集
》
圖
版
檢
索
表
」（『
甲
骨
文
合
集
』
の
分
類
總
目
で
、
圖

版
の
册
數
・
頁
數
・
甲
骨
拓
片
番
號
が
、
時
代
區
分
ご
と
、
分
類
ご
と
に
檢
索
で

き
る
た
め
の
表
）

以
上
が
『
甲
骨
學
辭
典
』
の
紹
介
で
あ
る
。
座
右
の
一
册
と
い
え
る
。

つ
ぎ
に
、
甲
骨
文
字
の
一
文
字
の
意
味
に
つ
い
て
調
べ
た
い
場
合
に
つ
い
て
で

あ
る
。

こ
の
場
合
に
は
、
徐
中
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典
』（
四
川
辭
書
出
版
社
、
一
九
八
八

年
）
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う（

6
）。

『
甲
骨
文
字
典
』
は
、『
甲
骨
文
編
』（
孫
海
波
編
著
、
哈
佛
燕
京
學
社
、
一
九
三
四

年
。
中
國
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
輯
增
訂
本
、中
華
書
局
、一
九
六
五
年
）
と
『
甲

骨
文
字
集
釋
』（
一
九
六
五
年
、
後
出
）
の
長
所
を
と
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
た

も
の
と
さ
れ
、
殷
代
か
ら
周
初
の
龜
甲
獸
骨
文
字
を
收
錄
し
、
甲
骨
刻
辭
中
、「
不

同
形
態
符
號
の
文
字
」
は
四
〇
〇
〇
字
超
、
う
ち
一
〇
〇
〇
字
超
が
後
世
の
文
字

と
關
連
づ
け
辨
識
確
定
可
能
、
殘
り
の
三
分
の
二
は
地
名
か
人
名
と
推
定
さ
れ
る

と
す
る
（「
序
言
」）。
本
文
を
利
用
す
る
た
め
に
「
目
錄
」
と
「
檢
字
」
が
あ
る
。

「
目
錄
」
は
、
上
か
ら
篆
字
、
現
行
の
楷
書
、
甲
骨
文
字
例
、
ペ
ー
ジ
數
の
順

に
な
ら
ぶ
。
文
字
の
順
は
『
說
文
』
の
排
列
順
に
な
っ
て
い
る
。『
說
文
』
の
文

字
か
ら
外
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
偏
旁
を
考
え
て
適
切
で
あ
ろ
う
部
首
の
後
尾

に
付
さ
れ
て
い
る
。

「
檢
字
」
は
、現
行
の
楷
書
字
の
畫
數
か
ら
、こ
の
字
典
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
。

楷
書
字
は
總
畫
數
の
順
に
な
ら
ぶ
。
た
と
え
を
「
帝
」
に
と
り
、
九
畫
を
檢
索
す



甲
骨
學
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工
具
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使
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一
三
八

る
と
七
頁
と
あ
る
。
つ
い
で
本
文
の
七
頁
（
圖
Ⅱ
ｉ
）
を
捲
る
と
、
黑
枠
の
上
に

親
字
と
し
て
「
帝
」
の
篆
字
が
揭
げ
ら
れ
て
い
る
。
黑
枠
內
に
甲
骨
文
字
の
字
形
、

時
代
區
分
、
出
典
・
出
所
、﹇
解
字
﹈、﹇
釋
義
﹈
が
記
さ
れ
る
。

甲
骨
文
字
の
字
形
に
は
「
帝
」
の
三
例
が
揭
げ
ら
れ
、各
文
字
ご
と
の
下
に
「
時

代
區
分
、
出
典
・
出
所
」
が
み
え
る
。

「
時
代
區
分
」
は
、「
一
期
」「
三
期
」「
周
甲
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。「
一

期
」
が
第
一
期
（
武
丁
の
時
代
）、「
三
期
」
が
第
三
期
（
廩
辛
・
康
丁
の
時
代
）

を
指
し
、
殷
墟
時
代
を
五
期
に
時
代
區
分
す
る
の
に
準
じ
る
。
な
お
、
時
代
區
分

に
異
說
の
あ
る
「

組
・
子
組
・
午
組
卜
辭
等
」
は
第
一
期
に
包
括
さ
れ
、「
歷

組
卜
辭
」
は
第
四
期
に
包
括
さ
れ
る
と
す
る
。「
歷
組
卜
辭
」
は
『
甲
骨
文
合
集
』

の
時
代
區
分
に
從
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
周
甲
」
は
周
原
出
土
甲
骨
の
こ
と

で
あ
る
。

「
出
典
・
出
所
」
は
、「
時
代
區
分
」
の
下
の
「
乙
六
四
〇
六
」「
甲
一
一
六
四
」

「
川
大
一
一
：
一
二
二
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。「
乙
」「
甲
」「
川
大
」
が
著

錄
書
の
略
號
で
、
付
載
の
「
甲
骨
著
錄
書
目
」
を
引
く
と
、
正
式
の
書
名
が
み
え

る
。
た
と
え
ば
「
乙
六
四
〇
六
」
は
、『
小
屯
・
殷
虛
文
字
乙
編
』
の
拓
片
番
號

六
四
〇
六
と
な
る
。

﹇
解
字
﹈
は
、字
形
の
解
說
、文
字
の
成
り
立
ち
な
ど
か
ら
、意
味
を
記
す
。「
帝
」

の
﹇
解
字
﹈
に
は
「
象
架
木
或
束
木
燔
以
祭
天
之
形
」
と
あ
り
、「
帝
」
の
字
形
は
、

組
ん
だ
薪
を
燃
や
し
天
を
祭
る
の
に
か
た
ど
り
、「
禘
」の
原
初
形
と
解
說
す
る（
圖

Ⅱ
ⅰ
）。

﹇
釋
義
﹈
は
、﹇
解
字
﹈
を
受
け
、
意
味
を
さ
ら
に
詳
說
し
、
卜
辭
例
（
模
釋
と

釋
文
）
を
示
す
。﹇
釋
義
﹈
に
は
、「
帝
」
の
意
味
と
し
て
「
上
帝
」
と
「
殷
の
先

王
の
稱
號
」
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
卜
辭
例
を
揭
げ
る
（
圖
Ⅱ
ⅰ
）。

な
お
、「
禘
」
に
つ
い
て
は
、
別
に
項
目
を
立
て
る
（
圖
Ⅱ
ⅱ
）。
意
味
用
法
の

相
違
で
兩
字
と
す
る
が
、
甲
骨
文
字
と
し
て
は
、
字
形
に
共
通
す
る
も
の
も
ふ
く

む
。ま

た
、「
下
上
」
に
つ
い
て
の
解
說
は
、「
上
」（
五
〜
六
頁
）
の
項
の
﹇
釋
義
﹈

の
三
に
み
え
る
（
圖
Ⅱ
ⅰ
）。

以
上
、『
甲
骨
文
字
典
』
を
簡
略
に
紹
介
し
た
。

兩
工
具
書
は
、「
取
っ
か
か
り
」
の
た
め
の
辭
典
な
り
字
典
で
あ
る
か
ら
、
實

際
に
使
用
を
重
ね
る
と
、
不
都
合
な
箇
所
に
氣
が
つ
い
た
り
、
問
題
點
も
多
々
生

じ
る
に
ち
が
い
な
い
。
と
く
に
字
典
の
方
は
、『
說
文
』
の
文
字
排
列
で
甲
骨
文

字
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
。
の
ち
に
取
り
あ
げ
る
が
、
甲
骨

文
字
の
構
成
要
素
、
い
わ
ゆ
る
「
偏
旁
」
が
、
新
た
に
部
首
と
し
て
再
編
さ
れ
た

も
の
の
方
が
、
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
は
習
熟
を
要
す
る
。
と
り
あ
え

ず
は
『
說
文
』
に
準
じ
る
の
が
順
當
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

三
、
引
用
卜
辭
と
工
具
書

甲
骨
學
關
係
論
著
は
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
甲
骨
卜
辭
を
論
據
と
す
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
批
判
・
檢
討
す
る
場
合
、
論
據
と
さ
れ
て
い
る
卜
辭
に
、

引
き
間
違
い
あ
る
い
は
讀
み
間
違
い
が
な
い
か
、
ま
た
、
甲
骨
文
字
の
模
本
も
し

く
は
釋
文
に
問
題
が
な
い
か
、
こ
れ
ら
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
い
か
え
る

と
、
卜
辭
の
刻
ま
れ
た
甲
骨
片
の
拓
本
も
し
く
は
寫
眞
、
す
な
わ
ち
現
物
に
も
っ

と
も
近
い
姿
の
も
の
を
求
め
正
確
で
間
違
い
の
な
い
史
料
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
の
が
、
面
倒
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
手
順
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
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基
礎
作
業
と
し
て
、
論
文
に
引
用
さ
れ
た
「
原
典
」
に
當
た
り
、
誤
り
の
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

そ
こ
で
、
本
誌
前
號
揭
載
の
小
論
第
二
節
（
三
〇
〜
三
六
頁
）
に
引
用
し
た
卜

辭
を
例
に
、
用
語
解
說
と
工
具
書
に
つ
き
案
內
し
た
い
。

筆
者
が
卜
辭
を
引
用
す
る
場
合
、

01
「
貞
方

2417
正
（
征
）
隹
帝
令
作
我

2240
（
禍
）
三
月
（
英
國
一
一
三
三
正

＝
金
四
九
六
）」

05
「
甲
辰
卜
爭
1045
貞
、
我
伐
馬
1630
方
、
帝
1132
受
我
又
。
一
月
（
合
集
六
六
六
四

正
＝
丙
一
一
四
）」

21
「
…
吉

□
〔
下
〕
上
弗
〔
若
〕（
人
文
六
九
二
）

43
「
乙
亥
卜
、

2864
貞
、
王
…
伐

0738
方
、
下
上
若
…
（
合
集
六
二
二
二
正
＋

合
補
二
一
一
九
）」

と
い
う
形
で
取
り
あ
げ
て
い
る
。

卜
辭
冒
頭
の
「
01
」「
05
」「
21
」「
43
」
は
、小
論
に
用
い
た
卜
辭
番
號
で
あ
る
。

「
01
」
か
ら
「
80
」
あ
る
、
す
な
わ
ち
小
論
で
は
全
體
で
八
〇
條
の
卜
辭
を
引
用

し
て
い
る
。
重
複
は
な
い
。
類
似
の
卜
辭
が
多
く
混
亂
を
避
け
る
た
め
、
甲
骨
學

關
連
論
文
で
は
、
こ
の
よ
う
な
形
を
と
る
こ
と
が
お
お
い
。

卜
辭
番
號
の
つ
ぎ
に
卜
辭
の
具
體
例
が
あ
り
、
末
尾
の
（　

）
內
に
は
卜
辭
の

出
所
、
す
な
わ
ち
著
錄
名
と
甲
骨
片
番
號
が
記
さ
れ
て
い
る
。

良
心
的
批
判
者
と
し
て
は
、
ま
ず
卜
辭
史
料
を
確
認
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
獻

史
料
を
あ
つ
か
っ
た
論
文
に
例
え
る
と
、「
原
典
」
と
そ
の
引
用
箇
所
に
誤
り
は

な
い
か
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
と
い
う
基
本
作
業
に
當
た
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
、
甲
骨
版
の
拓
本
な
ど
の
著
錄
と
卜
辭
の
模
本
・
釋
文
な
ど

に
つ
い
て
解
說
し
た
い
。前
號
小
論
に
引
用
し
た
卜
辭
を
例
と
し
て
著
錄
を
示
す
。

要
す
る
に
、
引
用
卜
辭
の
典
據
・
出
典
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。

引
用
卜
辭
の
著
錄
名
は
、
前
號
小
論
で
は
、

01
卜
辭
は
、「
英
國
一
一
三
三
正
＝
金
四
九
六
」

05
卜
辭
は
、「
合
集
六
六
六
四
正
＝
丙
一
一
四
」

21
卜
辭
は
、「
人
文
六
九
二
」

43
卜
辭
は
、「
合
集
六
二
二
二
正
＋
合
補
二
一
一
九
」

と
い
う
略
稱
の
形
で
記
す
。「
英
國
」「
金
」「
合
集
」「
丙
」「
人
文
」「
合
補
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
前
號
小
論
末
尾
に
正
式
名
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
四
例

に
つ
い
て
說
明
し
て
お
く
。
便
宜
上
、05
卜
辭
を
Ａ
と
し
、つ
い
で
01
卜
辭
（
Ｂ
）、

21
卜
辭
（
Ｃ
）、
43
卜
辭
（
Ｄ
）
の
順
序
で
述
べ
た
い
。

Ａ
、
05
卜
辭
の
「
合
集
六
六
六
四
正
＝
丙
一
一
四
」
に
つ
い
て

こ
の
Ａ
の
形
は
、「
合
集
六
六
六
四
正
」
と
「
丙
一
一
四
」
の
い
ず
れ
も
が
、

こ
の
卜
辭
の
典
據
と
甲
骨
拓
片
番
號
を
示
す
。

「
合
集
六
六
六
四
正
」
の
「
合
集
」
が
、『
甲
骨
文
合
集
』（
略
稱
は
『
合
集
』

と
す
る
）
と
い
う
著
錄
名
す
な
わ
ち
出
典
で
、「
六
六
六
四
正
」
が
、
こ
の
拓
片

番
號
を
指
す
。「
正
」
は
正
反
（
表
裏
）
の
正
（
表
面
）
の
拓
本
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
こ
の
典
據
と
拓
片
番
號
か
ら
、
こ
の
卜
辭
を
ふ
く
む
拓
片
に
當
た
る
こ
と

が
で
き
る
。

「
丙
一
一
四
」
は
『
小
屯
・
殷
虛
文
字
丙
編
』（
略
稱
は
『
丙
編
』
と
す
る
）
が

著
錄
名
す
な
わ
ち
出
典
で
、「
一
一
四
」
が
、
こ
の
拓
片
番
號
を
指
す
。「
合
集

六
六
六
四
正
」
の
元
と
な
っ
た
拓
本
、す
な
わ
ち
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
（
圖
Ⅲ
ｉ
）。
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兩
者
は
同
じ
龜
甲
版
の
拓
片
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、當
然
、「
元
と
な
っ
た
拓
本
」

の
方
が
、
原
拓
に
近
い
。
さ
ら
に
、『
丙
編
』
に
は
釋
文
な
ら
び
に
考
證
が
あ
り

大
變
懇
切
に
で
き
て
い
る
（
圖
Ⅲ
ⅱ
）。

「
05
」
の
卜
辭
例
に
み
え
る
よ
う
に
、
卜
辭
の
出
所
に
つ
い
て
は
、『
合
集
』
と

『
丙
編
』
と
い
う
よ
う
に
、『
合
集
』
以
前
に
出
版
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
著
書
名

を
併
記
し
て
い
る
。
こ
の
形
の
併
記
は
、
前
號
小
論
で
は
、
八
〇
條
の
う
ち
、

七
一
條
を
か
ぞ
え
る
。

『
甲
骨
文
合
集
』
に
つ
い
て
は
、
後
で
も
取
り
あ
げ
る
が
、
卜
辭
史
料
バ
ン
ク

と
し
て
最
大
の
著
錄
で
あ
る
。

『
合
集
』
の
模
本
と
釋
文
は
、『
殷
墟
甲
骨
刻
辭

釋
總
集
』
全
二
册
（
中
華
書

局
、
一
九
八
八
年
。
略
稱
は
『
摸
釋
總
集
』
と
す
る
）
な
ら
び
に
『
甲
骨
文
合
集

釋
文
』
全
四
册
（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、一
九
九
九
年
。
略
稱
は
『
合
集
釋
文
』

と
す
る
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
合
集
』
の
拓
片
番
號
順
に
模
本
や
釋
文
が
な
ら

ぶ
。『

合
集
』
は
郭
沫
若
主
編
、
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
編
輯
、
一
九
七
八

年
か
ら
一
九
八
三
年
に
中
華
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
全
一
三
册
で
、
そ
れ
ま
で

出
版
さ
れ
た
著
錄
に
み
ら
れ
る
甲
骨
版
の
拓
本
や
模
本
の
ほ
と
ん
ど
が
收
め
ら
れ

て
い
る
。
集
大
成
で
あ
り
、
甲
骨
學
界
に
寄
與
す
る
、
畫
期
的
な
史
料
集
と
い
え

る
。前

號
小
論
で
、『
合
集
』
に
併
記
し
引
用
し
た
も
の
に
は
、

『
鐵
雲
藏
龜
』（
劉
鶚
、
一
九
〇
三
年
）

『
殷
虛
書
契
前
編
』（
羅
振
玉
、
一
九
一
二
年
）

『
殷
虛
書
契
後
編
』（
羅
振
玉
、
一
九
一
六
年
）

『
戩
壽
堂
所
藏
殷
虛
文
字
』（
王
國
維
、
一
九
一
七
年
）

『
龜
甲
獸
骨
文
字
』（
林
泰
輔
、
一
九
二
一
年
）

『
簠
室
殷
契
徵
文
』（
王
襄
、
一
九
二
五
年
）

『
殷
契
佚
存
』（
商
承
祚
、
一
九
三
三
年
）

『
殷
虛
書
契
續
編
』（
羅
振
玉
、
一
九
三
三
年
）

『
庫
方
二
氏
藏
甲
骨
卜
辭
』（
方
法
斂
、
一
九
三
五
年
）

『
柏
根
氏
舊
藏
甲
骨
文
字
』（
明
義
士
、
一
九
三
五
年
）

『
殷
契
粹
編
』（
郭
沫
若
、
一
九
三
七
年
）

『
金
璋
所
藏
甲
骨
卜
辭
』（
方
法
斂
、
一
九
三
九
年
）

『
小
屯
・
殷
虛
文
字
甲
編
』（
董
作
賓
、
一
九
四
八
年
、
考
古
學
的
發
掘
甲
骨
片

を
收
め
る
）

『
小
屯
・
殷
虛
文
字
乙
編
』（
董
作
賓
、
一
九
四
九
年
、
考
古
學
的
發
掘
甲
骨
片

を
收
め
る
）

『
殷
契
摭
佚
續
編
』（
李
亞
農
、
一
九
五
〇
年
）

『
殷
契
拾
掇
第
二
編
』（
郭
若
愚
、
一
九
五
三
年
）

『
甲
骨
續
存
』（
胡
厚
宣
、
一
九
五
五
年
）

『
小
屯
・
殷
虛
文
字
丙
編
』（
張
秉
權
、
一
九
五
七
〜
七
二
年
、
考
古
學
的
發
掘

甲
骨
片
を
收
め
る
）

『
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
藏
甲
骨
文
字
』（
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
、一
九
五
九

年
。
一
九
八
〇
年
增
補
訂
正
版
は
『
甲
骨
文
字
硏
究
』
に
改
名
）

な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
前
號
小
論
で
併
記
し
た
理
由
は
、『
丙
編
』
の
よ
う
に
釋
文
や
解
說

が
あ
っ
た
り
、
拓
本
が
よ
り
鮮
明
の
も
の
も
あ
り（

7
）、
さ
ら
に
考
古
學
的
發
掘
に
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よ
る
甲
骨
版
は
、
出
土
坑
も
し
く
は
出
土
地
點
が
明
確
な
も
の
で
あ
り（

8
）、
ま
た
、

考
古
學
的
發
掘
以
外
で
も
出
土
地
點
の
推
定
で
き
る
甲
骨
片
を
ふ
く
む
著
錄
も

あ
り（

9
）、
く
わ
え
て
、
島
邦
男
『
殷
虛
卜
辭
綜
類
』（
汲
古
書
院
、
一
九
六
七
年
、

增
訂
再
版
一
九
七
一
年
。
略
稱
は
『
卜
辭
綜
類
』
と
す
る
）
が
利
用
し
や
す
く
な

る
た
め
で
あ
る（
10
）。

ち
な
み
に
、
筆
者
が
卜
辭
を
學
習
し
始
め
た
の
が
一
九
七
六
年
で
あ
る
か
ら
、

『
合
集
』
は
當
時
な
か
っ
た
。
テ
ー
マ
を
農
業
關
係
卜
辭
に
定
め
、
史
料
收
集
に

當
た
っ
た
が
、
甲
骨
學
關
係
の
著
書
や
拓
本
集
は
稀
覯
本
が
多
く
、
閱
覧
す
る
こ

と
自
體
、
難
儀
を
と
も
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
比
較
す
る
と
『
合
集
』
出
版
後

の
卜
辭
史
料
收
集
に
對
す
る
勞
力
は
、
天
と
地
ほ
ど
の
違
い
が
あ
り
、
雲
と
泥
の

差
が
あ
る
。
隨
分
、
容た

や
す易
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、『
合
集
』
以
前
に
出

版
さ
れ
た
著
錄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
な
り
の
出
版
事
情
や
時
代
背
景
、

あ
る
い
は
主
張
が
あ
り
、
個
性
的
で
も
あ
り
、
捨
て
難
い
側
面
が
あ
る
。
併
記
す

る
所
以
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
揭
げ
た
著
錄
は
、
前
號
小
論
で
扱
っ
た
も
の
の
み
で
あ
る
が
、

そ
れ
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
著
錄
で
、『
合
集
』に
採
用
さ
れ
た
著
錄
名
の
す
べ
て
は
、

『
甲
骨
文
合
集
材
料
來
源
表
』
全
三
册
（
胡
厚
宣
主
編
、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

一
九
九
九
年
、
略
稱
は
『
材
料
來
源
表
』
と
す
る
）
に
み
え
る
。

つ
ま
り
、
併
記
さ
れ
た
甲
骨
著
錄
に
み
え
る
卜
辭
と
「
合
集
」
卜
辭
と
の
照
合

は
、『
材
料
來
源
表
』
を
使
用
す
れ
ば
よ
い
。

ま
た
、
甲
骨
著
錄
に
關
す
る
書
誌
と
し
て
、
劉
一
曼
・
郭
振
錄
・
徐
自
強
編
著

『（
北
京
圖
書
館
藏
）
甲
骨
文
書
籍
提
要
』（
書
目
文
獻
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。

略
稱
は
『
書
籍
提
要
』
と
す
る
）
が
あ
る
。
本
書
は
、
都
合
二
三
七
件
の
甲
骨
關

係
論
著
の
槪
要
を
紹
介
す
る
。
甲
骨
文
字
資
料
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
考
釋
と
硏
究

論
著
が
、
解
放
前
の
五
〇
年
間
で
は
執
筆
者
三
〇
〇
人
、
各
種
論
著
九
〇
〇
種
に

ち
か
く
、
解
放
以
後
の
三
〇
年
に
は
執
筆
者
一
〇
〇
人
に
ち
か
く
、
各
種
論
著
も

四
〇
〇
種
以
上
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
か
ら
主
た
る
著
作
を
、
古
代
史
硏
究

者
な
ら
び
に
甲
骨
硏
究
者
の
た
め
に
全
面
的
か
つ
系
統
的
に
と
り
あ
げ
紹
介
し
た

の
が
こ
の『
書
籍
提
要
』で
あ
る
。『
合
集
』に
採
用
さ
れ
た
著
錄
の
書
誌
情
報
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
賄
え
る
。
便
利
で
あ
り
が
た
い
。
の
ち
に
、
第
五
節
で
紹
介
す
る

『
百
年
甲
骨
學
論
著
目
』
よ
り
も
詳
細
で
あ
り
、
利
用
價
値
は
減
じ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。

Ｂ
、
01
卜
辭
の
「
英
國
一
一
三
三
＝
金
四
九
六
」
に
つ
い
て

こ
の
Ｂ
の
形
は
、「
英
國
一
一
三
三
正
」
と
「
金
四
九
六
」
の
い
ず
れ
も
が
、

こ
の
卜
辭
の
典
據
で
あ
る
。「
英
國
」
の
「
一
一
三
三
正
」
は
拓
片
番
號
、「
金
」

の
「
四
九
六
」
は
模
本
番
號
を
示
す
。

「
英
國
一
一
三
三
正
」
は
『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』（
略
稱
は
『
英
國
』
と
す
る
）

が
著
錄
名
す
な
わ
ち
出
典
で
、「
一
一
三
三
正
」
が
、こ
の
拓
片
番
號
を
指
し
、「
正
」

は
正
反
（
表
裏
）
の
正
（
表
面
）
の
拓
本
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
典
據
と
拓

片
番
號
か
ら
、
こ
の
卜
辭
を
ふ
く
む
拓
片
に
當
た
る
こ
と
が
で
き
る
（
圖
Ⅳ
ⅰ
）。

「
金
四
九
六
」
は
『
金
璋
所
藏
甲
骨
卜
辭
』（
以
降
、『
金
璋
』
と
略
稱
す
る
）

が
著
錄
名
す
な
わ
ち
出
典
で
、「
一
一
四
」
は
模
本
番
號
を
指
し
、こ
の
模
本
は
『
合

集
』
の
三
九
九
一
二
片
號
に
も
そ
の
ま
ま
收
錄
さ
れ
て
い
る
（
圖
Ⅳ
ⅱ
）。

兩
者
は
同
じ
骨
版
か
ら
の
拓
本
と
模
本
で
あ
る
。
現
物
の
骨
版
は
劍
橋
大
學
圖

書
館
（Cam

bridge U
niversity Library

）
に
所
藏
さ
れ
て
い
る（
11
）。
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「
01
」
の
卜
辭
例
に
み
え
る
よ
う
に
、
卜
辭
の
出
所
に
つ
い
て
は
、『
英
國
』
と

『
金
璋
』
の
著
錄
名
を
併
記
し
て
い
る
。
こ
の
『
英
國
』
と
の
併
記
は
、
前
號
小

論
で
は
、
八
〇
條
の
う
ち
、
六
條
み
え
る
。
こ
の
う
ち
、『
金
璋
』
と
の
併
記
が

三
條
、『
庫
方
二
氏
藏
甲
骨
卜
辭
』
が
三
條
あ
る
。『
金
璋
』
な
ら
び
に
『
庫
方
二

氏
藏
甲
骨
卜
辭
』
に
揭
載
さ
れ
た
の
は
、い
ず
れ
も
模
本
で
あ
る
が
、と
も
に
『
英

國
』
に
は
拓
本
と
し
て
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

『
英
國
』
す
な
わ
ち
『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』
は
、正
確
に
は
『
英
國
所
藏
甲
骨
集
・

上
編
』
で
上
下
二
册
か
ら
な
る
拓
本
の
圖
版
集
で
あ
る
。
李
學
勤
・
齊
文
心
・
艾

蘭
の
編
著
で
一
九
八
五
年
に
中
華
書
局
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
書
名
ど
お
り
英
國
に

所
藏
さ
れ
て
い
る
甲
骨
版
（
都
合
二
六
七
四
片
）
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
九
一
年
に
は
下
編
の
上
下
二
册
が
出
版
さ
れ
、
釋
文
が
あ
る
。
釋
文
の
み
な

ら
ず
旣
著
錄
の
模
本
・
拓
本
と
の
對
照
表
、
あ
る
い
は
甲
骨
文
字
索
引
が
附
せ
ら

れ
て
い
る
。

Ｃ
、
21
卜
辭
の
「
人
文
六
九
二
」
に
つ
い
て

こ
の
Ｃ
の
形
は
、「
人
文
」
す
な
わ
ち
『
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
藏
甲
骨

文
字
』（
略
稱
は
『
人
文
』
と
す
る
）
所
載
の
拓
片
番
號
六
九
二
の
卜
辭
と
い
う

意
味
で
あ
る
（
圖
Ⅴ
）。
こ
の
卜
片
は
『
合
集
』
に
は
採
錄
さ
れ
て
い
な
い
。『
合

集
』
に
は
『
合
集
』
の
採
錄
基
準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
基
準
か
ら
外
れ
た

甲
骨
片
は
選
錄
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
不
採
錄
の
理
由
が
不
明
で
選
錄
さ
れ

て
い
な
い
も
の
も
み
ら
れ
る（
12
）。

『
人
文
』
は
、
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
の
編
著
で
、
拓
本
の
圖
版
篇
（
上
下
二
册
、

一
九
五
九
年
）
の
み
な
ら
ず
、
本
文
篇
（
一
九
六
〇
年
）
が
あ
り
、
模
本
の
付
せ

ら
れ
た
甲
骨
片
や
釋
文
と
解
說
が
み
え
、
さ
ら
に
は
索
引
篇
（
一
九
六
八
年
）
も

あ
る
の
で
、
初
心
者
に
と
っ
て
も
扱
い
や
す
い
（
圖
Ⅴ
）。
一
九
八
〇
年
に
增
補

訂
正
版
が
『
甲
骨
文
字
硏
究
』（
全
三
册
）
に
改
名
さ
れ
、同
朋
社
か
ら
出
て
い
る
。

Ｄ
、
43
卜
辭
の
「
合
集
六
二
二
二
正
＋
合
補
二
一
一
九
」
に
つ
い
て

こ
の
Ｄ
の
形
は
、「
合
集
六
二
二
二
正
」
と
「
合
補
二
一
一
九
」
を
綴
合
し
た

も
の
と
い
う
意
味
で
、「
合
補
二
一
一
九
」
は
、『
甲
骨
文
合
集
補
編
』（
略
稱
は
『
合

補
』
と
す
る
）
の
圖
版
に
み
ら
れ
る
拓
片
番
號
二
一
一
九
を
指
す
。

『
合
補
』
す
な
わ
ち
『
甲
骨
文
合
集
補
編
』
は
全
七
册
で
、
文
字
通
り
『
合
集
』

に
遺
漏
し
た
甲
骨
史
料
を
補
う
。
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
（
彭
邦
炯
・
謝

濟
・
馬
季
凡
）
の
編
纂
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
「
甲
骨
學
一
百
年
成
果
之
二
」

と
し
て
、
語
文
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
殷
墟
甲
骨
一
三
四
五
〇
片
、
殷
墟
以

外
遺
蹟
出
土
甲
骨
三
一
六
片
が
收
錄
さ
れ
、時
代
區
分
な
ど
の
分
類
は『
合
集
』に
、

ほ
ぼ
準
ず
る
。
拓
本
圖
版
、
釋
文
、
資
料
來
源
表
、
綴
合
關
係
の
表
な
ど
が
附
せ

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、『
小
屯
南
地
甲
骨
』
上
册
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）

や
『
英
國
』、『
甲
骨
續
存
補
編
』
甲
編
（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
な

ど
は
ふ
く
ま
れ
な
い
。

こ
の
「
合
集
六
二
二
二
正
」
と
「
合
補
二
一
一
九
」
の
綴
合
は
、
蔡
哲
茂
『
甲

骨
綴
合
續
集
』（
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
第
三
六
六
組
に
よ
る
（
圖
Ⅵ
）。

ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
甲
骨
片
の
綴
合
に
は
、
隨
時
、
關
連
圖
書
に
注
意
し
て
お
く

心
構
え
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
綴
合
作
業
は
實
物
も
し
く
は
原
拓
を

所
藏
す
る
立
場
の
仕
事
で
あ
る
、
と
割
り
切
り
、
筆
者
が
綴
合
を
積
極
的
に
檢
討

對
象
と
し
た
こ
と
は
な
い
。
綴
合
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
い
さ
さ
か
ル
ー
ズ
で
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あ
る
こ
と
を
白
狀
し
て
お
く
。
た
だ
、
甲
骨
片
の
綴
合
の
方
法
は
、
現
在
、
か
な

り
高
度
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

以
上
、
引
用
卜
辭
が
ど
の
よ
う
な
著
錄
に
揭
載
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
著
書
に
こ

の
釋
文
が
み
え
る
の
か
に
つ
い
て
、
前
號
小
論
を
例
と
し
て
四
タ
イ
プ
の
著
錄
引

用
例
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
工
具
書
の
主
た
る
も
の
は
つ
ぎ

の
通
り
で
あ
る
。

『
甲
骨
文
合
集
』
全
一
三
册
（
中
華
書
局
、
一
九
七
八
年
〜
一
九
八
三
年
）

『
甲
骨
文
合
集
材
料
來
源
表
』
全
三
册
（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、一
九
九
九
年
）

『
殷
墟
甲
骨
刻
辭

釋
總
集
』
全
二
册
（
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）

『
甲
骨
文
合
集
釋
文
』
全
四
册
（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）

『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』
上
編
下
編
全
四
册
（
中
華
書
局
、
上
篇
一
九
八
五
年
、

下
篇
一
九
九
一
年
）

『
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
藏
甲
骨
文
字
』
圖
版
篇
上
下
二
册
・
本
文
篇
・
索

引
篇
（
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、圖
版
篇
一
九
五
九
年
、本
文
篇
一
九
六
〇
年
、

索
引
篇
一
九
六
八
年
。
增
補
訂
正
版
『
甲
骨
文
字
硏
究
』
圖
版
篇
・
本
文
篇
・
索

引
篇
全
三
册
、
同
朋
社
、
一
九
八
〇
年
）

『
甲
骨
文
合
集
補
編
』〈
甲
骨
學
一
百
年
成
果
之
二
〉
全
七
册
（
語
文
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）

（
右
以
外
に
、
大
型
著
錄
（
釋
文
な
ど
を
ふ
く
む
）
で
、
考
古
學
的
發
掘
に
よ

る
も
の
に
は
、『
小
屯
南
地
甲
骨
』
上
下
全
五
册
（
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究

所
編
、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
・
一
九
八
三
年
）、『
殷
墟
花
園
莊
東
地
甲
骨
』

全
六
册
（
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
、
雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

な
ど
が
あ
る
。）

四
、
重
要
語
彙
を
ふ
く
む
卜
辭
史
料
收
集
と
工
具
書

前
節
で
は
、
引
用
卜
辭
の
確
認
の
た
め
の
基
礎
作
業
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
れ

は
必
要
な
作
業
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
面
倒
で
辛
氣
臭
い
仕
事
で
も
あ
る
。
有
り

體
に
い
う
と
「
校
正
」
レ
ベ
ル
で
、
極
め
て
受
動
的
な
作
業
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
こ
う
し
た
受
動
的
か
ら
能
動
的
へ
、
す
な
わ
ち
批
判
の
た
め
の
作

業
へ
と
方
向
を
轉
換
し
て
み
た
い
。
積
極
的
批
判
の
た
め
の
卜
辭
史
料
收
集
を
こ

こ
ろ
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、前
號
小
論
を
例
に
と
り
た
い
。
そ
こ
で
の
テ
ー
マ
は
「
帝
」
と
「
下

上
」
と
い
う
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
「
帝
」
と
「
下
上
」
を
、
假
に
重
要
語

彙
と
す
る
。
こ
う
い
う
假
定
に
立
っ
て
、「
帝
」
と
「
下
上
」
に
關
連
す
る
卜
辭

史
料
收
集
に
つ
い
て
、
工
具
書
の
使
い
方
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。

こ
の
場
合
、『
合
集
』
が
出
發
點
と
な
り
う
る
。

『
合
集
』
と
い
う
書
物
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
甲
骨
片
の
拓
本
な
ど
を

集
大
成
し
た
も
の
で
、
有
字
甲
骨
の
拓
本
・
模
本
・
寫
眞
な
ど
、
都
合

四
一
九
五
六
片
を
收
め
る
。

『
合
集
』
出
版
後
、『
摸
釋
總
集
』（
一
九
八
八
年
）
な
ら
び
に
『
殷
墟
甲
骨
刻

辭
類
纂
』（
一
九
八
九
年
、
略
稱
は
『
類
纂
』
と
す
る
）
の
兩
書
が
相
次
い
で
出

版
さ
れ
た
。『
摸
釋
總
集
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
『
合
集
』
所

收
の
甲
骨
卜
辭
の
模
本
と
釋
文
を
載
せ
る
。

と
り
わ
け
、
本
節
に
有
用
な
の
は
、『
類
纂
』
で
あ
る
。

『
類
纂
』
す
な
わ
ち
『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
類
纂
』
全
三
册
は
、
甲
骨
文
字
の
一
字

索
引
で
あ
る
。
姚
孝
遂
主
編
で
中
華
書
局
か
ら
一
九
八
九
年
に
出
版
さ
れ
た
。
甲
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骨
卜
辭
の
出
所
、
す
な
わ
ち
甲
骨
拓
片
の
原
著
錄
に
は
『
甲
骨
文
合
集
』『
小
屯

南
地
甲
骨
』『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』『
懷
特
氏
等
所
藏
甲
骨
文
集
』
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
甲
骨
版
に
み
ら
れ
る
卜
辭
を
文
字
ご
と
、
タ
ー
ン
ご
と
に
整
理
し
て
い
る
。

『
類
纂
』
に
は
部
首
（
圖
Ⅶ
ⅰ
）
と
「
字
形
總
表
」（
圖
Ⅶ
ⅱ
）
が
、ま
ず
あ
り
、

そ
し
て
「
本
文
」
に
は
卜
辭
例
が
あ
げ
ら
れ
、
各
卜
辭
に
は
『
合
集
』
番
號
・
模

本
・
釋
文
・
時
代
區
分
が
記
さ
れ
る
。

例
と
す
る
「
帝
」
字
を
部
首
と
「
字
形
總
表
」
か
ら
、
檢
索
し
て
み
よ
う
。

「
帝
」
は
部
首
そ
の
も
の
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
部
首
「
帝
」
の
右
下
に
「（
字

形
總
表
）
九
頁
」（
實
際
に
は
八
頁
）
と
あ
る
。
そ
こ
で
「
字
形
總
表
」
の
八
頁

を
開
く
と
、「
帝
」
の
文
字
番
號
1132
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
桁
の
ア
ラ
ビ
ア

數
字
の
番
號
が
貴
重
で
、
前
號
小
論
に
引
用
し
た
卜
辭
の
隨
所
に
、
こ
の
甲
骨
文

字
番
號
を
付
し
て
い
る
。

ま
た
「
字
形
總
表
」
の
「
帝
」
の
文
字
番
號
1132
の
下
の
段
に
は
、
四
一
八
頁
か

ら
四
二
五
頁
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。

『
類
纂
』
本
文
の
四
一
八
頁
（
圖
Ⅶ
ⅲ
）
を
捲
る
と
「
帝
」
を
ふ
く
む
卜
辭
例

が
な
ら
ぶ
。
そ
こ
に
は
、
ま
ず
「
帝
」
の
甲
骨
文
字
が
揭
げ
ら
れ
る
。「
帝
」
は

二
つ
の
字
形
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
「
帝
」
を
ふ
く
む
用
語
（
タ
ー
ン
）

や
「
文
字
の
慣
用
的
な
結
合
の
し
か
た
」
ご
と
に
、卜
辭
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
帝
」
を
ふ
く
む
タ
ー
ン
や
重
要
な
表
現
、具
體
的
に
は
「
上
帝
」「
帝
令
雨
」「
帝

令
雷
」「
帝
・
風
」「
帝
・

」「
帝
異
」「
帝
・
摧
」「
帝
・

」「
帝

」「
帝
終

茲
邑
」「
帝
若
」「
帝
受
我
祐
」「
帝

」「
帝
臣
」「
方
帝
」「
巫
帝
」「
帝
秋
」「
帝
令
」

「
帝
于
」「
于
帝
」「
其
它
」
な
ど
、
こ
れ
ら
項
目
ご
と
に
卜
辭
例
が
な
ら
ぶ
。

な
ら
べ
ら
れ
た
卜
辭
は
、
い
ず
れ
も
、
上
か
ら
「
番
號
」、「
卜
辭
の
模
本
」、「
釋

文
」、「
時
代
區
分
」
の
順
に
み
え
る
。

例
え
ば
、
圖
Ⅶ
ⅲ
の
「
帝
令
雨
」
の
項
目
の
、
最
初
に
揭
げ
ら
れ
て
い
る
卜
辭

で
解
說
し
た
い
。

「
九
〇
〇
正
」
と
あ
る
の
が
「
番
號
」
で
、
典
據
を
示
す
。
數
字
の
み
の
場
合
、

出
典
は
『
合
集
』
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
九
〇
〇
正
」
と
は
、『
合
集
』
が
出

典
で
、「
九
〇
〇
」
は
『
合
集
』
の
拓
片
番
號
を
し
め
す
。「
正
」
は
正
反
の
正
で
、

表
裏
の
表
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
甲
骨
版
の
表
面
の
拓
本
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
裏
面
の
拓
本
の
と
き
は
「
反
」
と
さ
れ
る
。

こ
の
卜
辭
は
、『
合
集
』
の
「
九
〇
〇
正
」
を
出
所
と
す
る
、「
帝
令
雨
」
と
い

う
タ
ー
ン
を
ふ
く
む
卜
辭
が
揭
げ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
九
〇
〇
正
」
と
い
う
卜
辭
番
號
の
下
に
、
卜
辭
の
模
本
が
あ
り
、
そ
の
ま
た

下
に
釋
文
が
み
え
る
。
こ
の
釋
文
は
「
自
今
庚
子
…
于
甲
辰
帝
令
雨
」
と
あ
り
、

甲
骨
文
字
を
現
行
の
漢
字
も
し
く
は
こ
れ
に
近
い
漢
字
に
書
き
改
め
ら
れ
、
お
お

よ
そ
の
卜
辭
の
意
味
が
讀
み
と
れ
る
も
の
が
お
お
い
。
こ
の
卜
辭
で
は
、「
今
す

な
わ
ち
庚
子
の
日
よ
り
、
…
甲
辰
の
日
に
帝
は
雨
を
降
ら
し
め
る
か
」
と
い
う
意

味
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
卜
辭
そ
の
も
の
で
は
な
く
、釋
文
に
注
目
す
れ
ば
、

中
國
學
硏
究
者
で
あ
れ
ば
お
お
よ
そ
の
內
容
が
推
測
で
き
る
も
の
も
あ
る
。

釋
文
の
下
に
は
１
〜
５
の
ア
ラ
ビ
ア
數
字
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
數
字
は

時
代
區
分
を
示
し
、
五
期
に
時
代
區
分
さ
れ
て
い
る
。
時
代
區
分
は
「
原
著
錄
」

の
そ
れ
に
依
據
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
九
〇
〇
正
」
卜
辭
は
、
１
と
あ
る
の
で

第
一
期
に
屬
す
卜
辭
と
い
う
こ
と
で
、
典
據
が
『
合
集
』
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時

代
區
分
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る（
13
）。

要
す
る
に
、『
類
纂
』
を
活
用
す
れ
ば
、「
帝
」
を
ふ
く
む
卜
辭
例
を
見
る
こ
と
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が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
筆
者
が
引
用
し
た
卜
辭
（
八
〇
例
）
を
ふ
く
め
て
、「
帝
」

關
係
の
、
ほ
ぼ
全
て
の
卜
辭
史
料
に
目
を
通
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

な
お
、「
上
帝
」
と
い
う
タ
ー
ン
は
、「
帝
」
に
は
項
目
と
し
て
の
み
あ
げ
ら
れ
、

卜
辭
自
體
は
三
九
六
頁
の
「
上
（
文
字
番
號
1116
）」
の
項
目
に
屬
し
て
い
る
（
圖

Ⅶ
ⅳ
）。
こ
の
「
上
帝
」
の
項
に
は
、
三
卜
辭
が
な
ら
ぶ
が
、
第
一
期
と
第
二
期

と
第
三
期
に
各
々
一
卜
辭
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、「
下
上
」
に
つ
い
て
は
、「
上
」
に
つ
づ
く
三
九
七
頁
の
「
下
（
文
字
番

號
1117
）」
の
項
目
に
屬
し
、
こ
こ
に
は
「
下
上
」
を
ふ
く
む
卜
辭
が
な
ら
ぶ
（
圖

Ⅶ
ⅴ
）。

な
お
、『
類
纂
』
下
册
に
は
「
筆
畫
檢
索
」
や
「

音
檢
索
」
な
ど
も
附
さ
れ
、

釋
文
の
定
ま
っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
檢
索
も
利
用
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
類
纂
』
の
文
字
番
號
で
あ
る
四
桁
の
ア
ラ
ビ
ア
數
字
に
つ

い
て
は
、
さ
き
に
貴
重
と
評
價
し
、
前
號
小
論
に
引
用
し
た
卜
辭
の
隨
所
に
、
こ

の
甲
骨
文
字
番
號
を
付
し
た
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
は
、
こ
の
四
桁

の
文
字
番
號
か
ら
、
さ
ら
に
甲
骨
文
字
の
諸
說
を
知
る
の
に
も
利
用
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
『
類
纂
』
の
文
字
番
號
は
、『
甲
骨
文
字
詁
林
』
の
文
字
番
號
と
同
じ
に

設
定
さ
れ
て
い
る
。『
類
纂
』
と
『
甲
骨
文
字
詁
林
』
の
文
字
番
號
が
共
通
し
て

い
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

『
甲
骨
文
字
詁
林
』
全
四
册
（
略
稱
は
『
詁
林
』
と
す
る
）
は
、
甲
骨
文
字
ご

と
に
諸
家
の
說
を
蝟
集
し
て
お
り
、
于
省
吾
主
編
で
中
華
書
局
か
ら
一
九
九
六
年

に
出
版
さ
れ
た
。

テ
ー
マ
で
あ
る
「
帝
」
に
つ
い
て
の
諸
說
に
、
當
然
『
詁
林
』
出
版
以
前
に
出

さ
れ
た
諸
說
に
か
ぎ
ら
れ
る
が
、ほ
ぼ
當
た
る
こ
と
が
で
き
る（
14
）。
た
と
え
ば
、「
帝
」

の
文
字
番
號
は
「
1132
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
文
字
番
號
を
引
く
と
、
一
〇
八
二

頁
（
圖
Ⅷ
ⅰ
）
以
降
に
諸
說
が
な
ら
ぶ
。

「
帝
」
の
文
字
番
號
「
1132
」
の
下
に
、「
帝
」
と
「
禘
」
の
二
字
の
釋
字
が
揭
げ

ら
れ
、
こ
の
下
に
甲
骨
文
字
の
字
形
が
四
文
字
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
左
に
諸
說

が
な
ら
ぶ
（
圖
Ⅷ
ⅰ
）。
順
に
孫
詒
讓
、
王
襄
、
孫
海
波
、
嚴
一
萍
、
王
輝
、
鍾

柏
生
、
張
桂
光
、
裘
錫
圭
、
高
明
と
續
き
、
最
後
に
編
者
の
按
文
が
据
え
ら
れ
て

い
る
。
引
用
諸
說
は
著
書
や
論
文
か
ら
關
係
箇
所
を
拔
粹
し
て
、
い
わ
ば
「
切
り

貼
り
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
非
常
に
便
利
な
工
具
書
で
あ
る
が
、
理
想
と
し
て
は

原
文
で
あ
る
著
書
や
論
文
で
確
認
で
き
れ
ば
ま
ち
が
い
が
な
い
。

ま
た
、
同
類
の
、
諸
說
「
切
り
貼
り
」
の
元
本
と
も
い
う
べ
き
書
物
が
あ
る
。

李
孝
定
の
編
述
に
よ
る
『
甲
骨
文
字
集
釋
』
全
八
册
（
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏

究
所
專
刊
之
五
十
、一
九
六
五
年
）
で
あ
る（
15
）。

ど
う
よ
う
に
「
帝
」
字
を
「
本
書
索
引
」
で
引
く
と
、
畫
數
の
九
畫
に
み
え
、

卷
一
の
二
五
頁
と
あ
る
（
圖
Ⅷ
ⅱ
）。
そ
こ
に
は
、「
帝
」
の
甲
骨
文
字
の
さ
ま
ざ

ま
な
字
體
が
著
錄
名
と
と
も
に
揭
げ
ら
れ
（『
甲
骨
文
編
』『
續
甲
骨
文
編
』
に

據
る（
16
））、
こ
の
左
に
諸
說
が
み
え
る
（
圖
Ⅷ
ⅱ
）。
順
に
羅
振
玉
、
郭
沫
若
、
葉

玉
森
、
陳
邦
懷
、
胡
厚
宣
、
王
襄
、
孫
海
波
、
陳
邦
福
、
李
孝
定
（
按
文
）、
補

足
と
し
て
陳
夢
家
、
そ
し
て
再
び
李
孝
定
（
按
文
）、
な
ど
の
よ
う
に
諸
說
が
な

ら
ぶ
。

『
詁
林
』
に
は
『
甲
骨
文
字
集
釋
』
所
收
の
諸
說
を
省
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

方
針
と
い
う
ほ
ど
確
か
で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
側
面
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
兩
書
の
併
用
が
望
ま
し
い
。
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以
上
、
能
動
的
批
判
作
業
と
し
て
、
重
要
語
彙
を
ふ
く
む
卜
辭
史
料
收
集
と
工

具
書
に
つ
い
て
案
內
し
た
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
工
具
書
の
主
た
る
も
の
は
つ
ぎ

の
通
り
で
あ
る
。

『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
類
纂
』
全
三
册
（
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
）

『
甲
骨
文
字
詁
林
』
全
四
册
（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）

『
甲
骨
文
字
集
釋
』
全
八
册
（
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
一
九
六
五
年
）

（
右
以
外
に
、
島
邦
男
『
殷
虛
卜
辭
綜
類
』（
汲
古
書
院
、
一
九
六
七
年
、
增
訂

再
版
一
九
七
一
年
）
は
、『
刻
辭
類
纂
』
が
モ
デ
ル
と
し
た
一
字
索
引
で
、
甲
骨

文
字
の
字
形
の
偏
旁
（
構
成
要
素
）
を
部
首
と
し
て
立
て
ら
れ
て
お
り
、
甲
骨
文

字
自
體
か
ら
直
接
卜
辭
例
を
集
め
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
工
具
書
で
あ
る
。
甲
骨

學
史
上
、
畫
期
的
な
業
績
で
あ
り
金
字
塔
と
い
え
る
。
前
節
で
、『
合
集
』
と
舊

著
錄
名
を
併
記
す
る
理
由
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
卜
辭
綜
類
』
の
利
用
價
値
は
減

じ
て
い
な
い（
註
10
參
照
）。
各
卜
辭
の
捉
え
方
に
違
い
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、『
刻

辭
類
纂
』
の
讀
み
と
比
較
對
照
す
る
の
が
理
想
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、松
丸
道
雄
・

高
嶋
謙
一
編
『
甲
骨
文
字
字
釋
綜
覽
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
九
四
年
）
は
、

『
甲
骨
文
編
』
の
文
字
排
列
に
し
た
が
い
、各
文
字
に
相
應
す
る
『
殷
虛
卜
辭
綜
類
』

の
部
首
番
號
と
新
設
し
た
文
字
番
號
が
併
記
さ
れ
て
あ
る
。
本
文
は
、左
か
ら「
文

編
」「
綜
類
」「
甲
骨
文
字
」「
字
釋
」「
參
考
」「
出
典
」
に
つ
い
て
順
に
記
さ
れ

て
い
る
。「
文
編
」
の
欄
に
は
『
甲
骨
文
編
』
の
文
字
番
號
が
み
え
る
。「
綜
類
」

の
欄
に
は
『
殷
虛
卜
辭
綜
類
』
の
部
首
番
號
と
新
設
し
た
文
字
番
號
が
記
さ
れ
る
。

「
甲
骨
文
字
」
の
欄
に
は
、該
當
す
る
甲
骨
文
字
の
各
種
・
異
體
字
が
み
え
る
。「
字

釋
」の
欄
に
は
當
該
甲
骨
文
字
に
對
す
る
諸
說
が
み
え
る
。「
參
考
」の
欄
に
は「
字

釋
」
の
要
點
な
ど
を
記
す
。「
出
典
」
の
欄
に
は
諸
說
の
出
所
が
記
さ
れ
て
い
る
。

當
該
書
附
載
の
「
文
獻
目
錄
」
を
檢
索
し
て
出
典
が
知
ら
れ
る
。
諸
說
を
全
體
的

に
見
渡
す
の
に
は
便
利
で
あ
り
、
出
典
は
分
か
る
が
、「
說
」
そ
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
出
所
・
出
典
に
當
た
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
利
用
に
は
習
熟
す
る
必

要
が
あ
る
。）

五
、
お
わ
り
に
―
期
待
さ
れ
る
工
具
書

一
九
九
九
年
、
甲
骨
文
字
發
見
か
ら
百
年
閒
の
成
果
と
し
て
、
つ
ぎ
の
三
著
が

出
版
さ
れ
た
。

『
甲
骨
學
一
百
年
』〈
甲
骨
學
一
百
年
成
果
之
一
〉（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）

『
甲
骨
文
合
集
補
編
』〈
甲
骨
學
一
百
年
成
果
之
二
〉
全
七
册
（
語
文
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）

『
百
年
甲
骨
學
論
著
目
』〈
甲
骨
學
一
百
年
成
果
之
三
〉（
語
文
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）

三
つ
の
成
果
の
う
ち
、
成
果
之
二
の
『
合
補
』
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
す
で

に
紹
介
濟
み
で
あ
る
。

成
果
之
一
と
し
て
の
『
甲
骨
學
一
百
年
』
は
、
中
國
甲
骨
學
界
の
公
式
の
見
解

で
あ
り
、
甲
骨
學
の
現
在
の
レ
ベ
ル
の
披
瀝
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
著
者
は

王
宇
信
、
楊
升
南
、
孟
世
凱
、
宋
鎭
豪
、
常
玉
芝
の
五
名
で
あ
る
。（
こ
の
書
に

つ
い
て
は
本
號
の
古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要
を
參
照
。）

ま
た
、
成
果
之
三
と
し
て
の
『
百
年
甲
骨
學
論
著
目
』
は
、
百
年
閒
に
發
表
さ

れ
た
論
文
や
出
版
さ
れ
た
著
書
、
一
〇
九
四
六
件
を
收
錄
す
る
。
宋
鎭
豪
主
編
、

宋
鎭
豪
・
常
耀
華
編
纂
で
、
編
年
索
引
、
作
者
索
引
、
篇
名
索
引
が
あ
り
至
便
で



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
四
七

あ
り
、
非
常
に
有
益
な
工
具
書
で
あ
る
。

つ
い
で
、
工
具
書
と
い
う
よ
り
も
「
圖
書
館
」
と
も
い
う
べ
き
『
甲
骨
文
獻
集

成
』〈
中
國
古
文
字
大
系
〉
全
四
〇
册
（
四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が

出
版
さ
れ
て
い
る
。
文
字
通
り
甲
骨
學
の
文
獻
の
集
大
成
で
あ
る
。
主
た
る
文
獻

が
影
印
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
甲
骨
片
の
拓
本
や
模
本
だ
け
の
著
錄
は
收
錄
さ
れ

て
い
な
い
。

こ
れ
ら
は
、『
合
集
』
と
『
合
集
』
關
連
圖
書
と
と
も
に
、
つ
ぎ
の
百
年
の
礎

と
も
な
り
、
出
發
點
で
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
宋
鎭
豪
主
編
『
商
代
史
』
全
一
一
册
（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
〜
二
〇
一
一
年
）
が
上
梓
さ
れ
、
現
代
の
殷
代
史
の
學
術
水
準
の
高

さ
を
示
し
、
從
來
の
文
獻
史
料
の
み
な
ら
ず
地
下
か
ら
出
土
し
た
文
物
や
文
字
史

料
、
と
り
わ
け
考
古
學
的
に
發
掘
さ
れ
た
遺
蹟
や
文
物
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
國
の
甲
骨
學
や
殷
代
史
の
學
問
的
成
果
が
、
こ
こ
十
數
年
に
集

大
成
的
に
出
さ
れ
た
こ
と
は
慶
賀
の
至
り
に
ち
が
い
な
い
。

た
だ
、
補
足
す
べ
き
點
が
あ
る
す
れ
ば
、
引
用
さ
れ
て
い
る
卜
辭
史
料
の
用
い

ら
れ
方
で
あ
ろ
う
、
と
筆
者
は
感
じ
る
。
卜
辭
內
容
の
み
が
重
視
さ
れ
す
ぎ
て
い

る
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

卜
辭
內
容
の
み
を
重
視
す
る
の
は
、
從
來
か
ら
の
卜
辭
の
用
い
方
で
、
こ
れ
ま

で
の
狀
況
が
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
卜
辭
の
扱
い
方
は
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
號
小

論
で
、
卜
辭
を
あ
つ
か
う
の
に
、
甲
骨
版
の
材
質
の
相
違
や
出
土
坑
（
地
點
）
を

重
視
し
た
の
は
、
從
來
の
扱
い
方
に
一
つ
の
反
省
を
加
え
た
た
め
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
文
字
を
刻
ん
だ
甲
骨
片
の
材
質
の
相
違
、
甲
骨
片
の
出
土
坑
（
地

點
）、
占
い
に
供
さ
れ
た
甲
骨
版
の
貢
納
者
（
奉
納
者
）
と
貢
納
（
奉
納
）
を
受

け
た
署
名
者
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告
書
な
ど
も
み
ら
れ
、
そ
し
て
字
體
硏
究
も
か

な
り
の
進
展
が
あ
る
。
こ
う
し
た
卜
辭
を
め
ぐ
る
情
報
は
、
甲
骨
版
ご
と
、
あ
る

い
は
卜
辭
ご
と
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
卜
辭
の
字
體
グ
ル
ー
プ
の
所
屬（
17
）、
甲
骨
版
の
材
質
、
出
土
坑
（
地
點
）、
甲

骨
版
の
貢
納
者
（
奉
納
者
）
と
貢
納
（
奉
納
）
を
受
け
た
署
名
者
な
ど
の
硏
究
や

情
報
は
、
そ
れ
ぞ
れ
單
獨
も
し
く
は
散
在
的
に
提
供
さ
れ
て
い
る（
18
）。
こ
れ
ら
を

總
合
し
た
形
で
工
具
書
と
し
て
ま
と
め
る
作
業
、
あ
る
い
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
す

る
作
業
が
殘
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
現
在
の
段
階
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
理

想
的
な
工
具
書
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
で
き
れ
ば
、改
め
て
卜
辭
に
よ
る「
史
實
」が
、

檢
證
も
し
く
は
確
證
さ
れ
、
ま
た
確
認
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

註（1
）
筆
者
の
體
驗
で
は
、
小
著
『
殷
代
氣
象
卜
辭
の
硏
究
』（
京
都
・
玄
文
社
、
一
九
九
一

年
）
に
對
す
る
、
硏
究
者
の
少
な
い
學
問
分
野
で
あ
る
古
氣
候
學
の
觀
點
か
ら
の
鈴
木

秀
夫
氏
の
ご
意
見
な
ど
は
貴
重
な
も
の
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
鈴
木
秀
夫
『
氣
候
變
化
と
人

間
』
九
九
〜
一
〇
〇
頁
（
大
明
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
參
照
。

（
2
）「
甲
骨
學
」
は
一
つ
の
學
問
分
野
で
あ
る
。
中
國
古
代
の
遺
蹟
か
ら
出
土
し
た
、
占

い
に
用
い
ら
れ
た
文
字
の
刻
ま
れ
た
龜
甲
・
獸
骨
（
有
字
甲
骨
）
を
硏
究
對
象
と
す
る
。

主
た
る
有
字
甲
骨
は
殷
墟
出
土
の
遺
物
で
あ
る
が
、
近
年
西
周
遺
蹟
か
ら
も
出
土
し
、

こ
れ
ら
も
含
む
。
出
土
有
字
甲
骨
は
、
一
八
九
九
年
の
發
見
か
ら
今
日
ま
で
十
五
萬
片

前
後
を
數
え
る
（
王
宇
信
『
甲
骨
學
通
論
』
一
頁
、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

一
九
八
九
年
）。「
甲
骨
學
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
九
三
一
年
に
周
豫
同
が
使
用
し
て
以

來
、
常
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（『
甲
骨
學
一
百
年
』
一
六
頁
）。
甲
骨
學
の
歷
史
に

つ
い
て
、
王
宇
信
氏
は
「
甲
骨
學
的
『
先
史
』
時
期
」「
甲
骨
文
的
非
科
學
發
掘
階
段

和
甲
骨
學
的
草
創
時
期
（
一
八
九
九
〜
一
九
二
八
年
）」「
甲
骨
文
的
科
學
發
掘
階
段
和

甲
骨
學
的
發
展
時
期（
一
九
二
八
〜
一
九
三
七
年
）」「
甲
骨
學
的
深
入
時
期（
一
九
四
九



甲
骨
學
の
工
具
書
使
用
案
內

一
四
八

年
〜
現
在
）」
に
分
期
す
る
（
前
揭
『
甲
骨
學
通
論
』
六
五
〜
一
〇
二
頁
）。
現
在
で
は

語
言
文
字
學
・
歷
史
學
・
考
古
學
・
宗
敎
學
・
古
代
科
學
技
術
史
硏
究
と
密
接
に
關
連

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
前
揭
『
甲
骨
學
通
論
』
一
〜
一
二
頁
）。
ま
た
、孟
世
凱
『
甲

骨
學
辭
典
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
の
「
甲
骨
學
」
の
項
目
に
は
「
學

科
名
」
と
し
て
「
歷
史
學
、
考
古
學
和
古
文
字
的
重
要
分
支
學
科
」
と
み
え
、
張
凱
之

主
編
『
中
國
近
代
史
學
學
術
史
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
五
一
四

頁
に
は
「
歷
史
考
古
學
」
の
範
疇
に
屬
し
「
中
國
考
古
學
的
一
門
分
支
學
科
」
と
す
る
。

（
3
）
本
誌
「
古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要
」
欄
（
前
號
な
ら
び
に
本
號
）
に
、
古
文
字
學

に
つ
い
て
の
入
門
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
日
本
甲
骨
學
會
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
山
田
勝
美
「
甲
骨
學
會
成
立
の
經
緯
」（『
甲

骨
學
』
第
一
號
、
一
九
五
一
年
）
に
く
わ
し
い
。
日
本
甲
骨
學
會
成
立
に
東
奔
西
走
し

盡
力
し
た
の
は
、
水
澤
利
忠
氏
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
十
一
月

二
二
日
に
第
一
回
目
の
硏
究
會
が
も
た
れ
、
顧
問
と
し
て
加
藤
常
賢
・
貝
塚
茂
樹
兩
氏

を
迎
え
て
い
る
。「
日
本
甲
骨
學
會
規
約
」
も
作
ら
れ
、
設
立
目
的
と
し
て
「
甲
骨
文
、

金
文
に
據
る
中
國
上
代
文
化
の
究
明
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
（『
甲
骨
學
』
第
一
號

末
尾
付
載
）、
幹
事
が
「
關
東
」「
關
西
」「
西
日
本
」「
北
日
本
」
に
數
名
ず
つ
配
さ
れ

て
い
る
（『
甲
骨
學
』
第
二
號
末
尾
付
載
）。
機
關
誌
『
甲
骨
學
』
の
創
刊
は
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
十
月
、
創
刊
號
か
ら
第
十
二
號
（
一
九
八
〇
年
）
ま
で
發
行
さ
れ
、

と
り
わ
け
、
一
九
六
四
年
（
第
十
號
）
ま
で
の
一
〇
册
は
、
合
册
さ
れ
上
下
本
と
し
て

一
九
七
二
年
に
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
（
ほ
ぼ
三
〇
年
間
）『
甲
骨
學
』
所
載
の

內
容
に
は
、
甲
骨
資
料
の
收
集
、
甲
骨
關
係
論
著
の
紹
介
と
批
評
、
硏
究
論
文
や
飜
譯

な
ど
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
甲
骨
文
字
の
時
代
區
分
問
題
で
は
、
五
期
區
分
が
基
本
的

に
認
め
ら
れ
た
う
え
で
、
島
邦
男
氏
が
第
四
期
（
帝
乙
・
帝
辛
時
代
）
と
す
る
卜
辭
に

對
し
て
、
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
兩
氏
は
第
一
期
晚
期
に
屬
す
る
、
い
わ
ゆ
る
王
族
卜

辭
・
多
子
族
卜
辭
と
し
た
。
こ
の
島
說
と
貝
塚
・
伊
藤
說
と
の
對
峙
は
、
董
作
賓
說
と

陳
夢
家
說
と
の
對
峙
に
內
容
的
に
ほ
ぼ
同
じ
く
し
、
日
本
で
も
中
國
側
硏
究
者
と
共
通

の
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
、
硏
究
の
緻
密
さ
な
ど
か
ら
は
、
凌
駕
も
し
く

は
匹
敵
す
る
硏
究
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
機
關
誌
の
こ
と
を
知
っ
た
甲
骨

學
の
泰
斗
・
董
作
賓
は
「
我
看
日
本
人
已
有
『
甲
骨
學
會
』
而
中
國
人
還
沒
有
、
自
己

感
覺
到
非
常
慙
愧
」
と
記
し
て
い
る
（『
中
日
文
化
論
集
』
一
九
五
五
年
）。
こ
の
よ
う

に
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
活
發
で
あ
り
、
甲
骨
學
の
泰
斗
を
感
嘆
せ
し
め
た
日
本
の
甲

骨
學
が
、
現
在
に
お
い
て
は
そ
の
硏
究
者
も
寥
々
た
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
現

在
の
甲
骨
學
の
現
狀
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
一
號
（
二
〇
一
三
年
發
行
）
所
載
の

「
二
〇
一
一
年
古
文
字
學
論
著
目
（
佐
藤
信
弥
氏
收
集
）」
に
歷
然
と
し
て
い
る
。
日
文

書
の
「
甲
骨
文
」（
單
行
本
）
に
は
一
件
、同
論
考
に
は
二
件
揭
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、

し
か
も
甲
骨
學
專
論
も
し
く
は
甲
骨
學
硏
究
書
と
い
う
べ
き
性
格
で
は
な
い
ら
し
い
著

述
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
中
文
書
の
「
甲
骨
文
」（
單
行
本
）
に
は

一
七
件
（
こ
の
う
ち
の
一
件
は
日
本
人
の
著
書
で
あ
る
）、
同
論
考
に
は
八
一
件
揭
げ

ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
甲
骨
學
界
の
貧
困
と
い
え
る
。

（
5
）
孟
世
凱
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
『
甲
骨
學
辭
典
』
の
著
者
紹
介
に
よ
る
。

（
6
）
徐
中
舒
（
一
八
九
八
〜
一
九
九
一
年
）
は
、
安
徽
省
懷
寧
縣
（
現
在
の
安
慶
市
）
生

ま
れ
、
一
九
二
五
年
立
逹
學
會
設
立
（
於
上
海
）
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。
同
年
、
精
華
大

學
硏
究
院
に
入
り
、
王
國
維
（
一
八
七
七
〜
一
九
二
七
年
）・
梁
啓
超
（
一
八
七
三
〜

一
九
二
九
年
）・
趙
元
任
の
敎
え
を
受
け
、
の
ち
上
海
復
旦
大
學
・
曁
南
大
學
の
敎
授

と
な
り
、一
九
二
九
年
、中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
編
集
員
（
副
硏
究
員
に
相
當
）、

一
九
三
〇
年
史
語
言
硏
究
所
專
任
硏
究
員
、
一
九
三
四
年
、
容
庚
と
と
も
に
「
考
古
學

社
（
金
石
學
會
）」
設
立
、
一
九
三
八
年
四
川
大
學
敎
授
と
な
り
、
中
國
先
秦
史
硏
究

會
理
事
長
、
四
川
省
歷
史
學
會
會
長
、
四
川
省
博
物
館
館
長
、
中
國
古
文
字
硏
究
會
理

事
な
ど
歷
任
。『
先
秦
史
論
稿
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
二
年
）
が
死
後
出
版
さ
れ
た
。

（
7
）『
合
集
』
の
方
が
鮮
明
な
場
合
も
あ
る
。『
合
集
』
が
拓
本
を
選
錄
す
る
場
合
、
元

本
よ
り
も
鮮
明
で
完
全
な
拓
本
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。『
甲
骨
文

合
集
材
料
來
源
表
（
上
編
）』（
後
出
）
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
選
定
號
」
と
し
て
記
さ
れ

て
い
る
。

（
8
）
出
土
地
點
の
明
確
な
も
の
に
は
、『
小
屯
・
殷
虛
文
字
甲
編
』、『
小
屯
・
殷
虛
文
字

乙
編
』
が
あ
り
、
ま
た
『
丙
編
』
は
『
小
屯
・
殷
虛
文
字
乙
編
』
の
Ｙ
Ｈ
一
二
七
坑
出

土
の
龜
版
を
綴
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）
董
作
賓
「
甲
骨
文
斷
代
硏
究
例
」（
一
九
三
三
年
、『
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究

所
集
刊
外
編
ー
慶
祝
蔡
元
培
先
生
六
十
五
歲
論
文
集
』）
の
「
四
、
坑
位
」
に
よ
れ
ば
、

羅
振
玉
編
纂
に
か
か
る
『
殷
虛
書
契
前
編
』『
殷
虛
書
契
後
編
』『
殷
虛
書
契
菁
華
』
な

ど
に
揭
載
の
甲
骨
片
の
出
土
地
は
「
第
一
區
」
で
あ
り
、
劉
鶚
編
纂
に
か
か
る
『
鐵
雲

藏
龜
』
は
「
第
二
區
」
か
ら
出
土
し
た
と
す
る
。

（
10
）
た
と
え
ば
、
前
號
小
論
に
引
用
し
た
64
「
甲
午
卜

2864
貞
、
沚
0804

2422
…
从
、
下

上
若
受
我
…
（
合
集
三
九
五
八
＝
存
一
・
六
八
七
）」
卜
辭
に
つ
い
て
は
、
島
邦
男
『
卜

辭
綜
類
』
に
し
た
が
っ
て
い
る
。「
合
集
三
九
五
八
」
を
と
り
あ
げ
る
『
殷
墟
甲
骨
刻

辭
類
簒
』（
後
出
）
は
「
甲
午
卜

2864
貞
、
沚
0804

2422
」
を
別
卜
辭
と
す
る
。
こ
の
よ

う
に
一
卜
辭
と
す
る
か
二
卜
辭
と
す
る
か
の
問
題
や
甲
骨
文
字
の
讀
み
取
り
の
相
違
な

ど
に
比
較
し
利
用
で
き
る
。

（
11
）『
英
國
』
下
編
下
册
・
表
一
の
「
英
國
一
一
三
三
」
の
項
に
み
え
る
。

（
12
）
末
次
信
行
「『
甲
骨
文
合
集
』
の
「
材
料
來
源
」
に
つ
い
て
」（『
金
蘭
短
期
大
學
硏

究
誌
』
第
三
一
號
、
二
〇
〇
〇
年
）
參
照
。

（
13
）『
類
纂
』
編
者
は
、『
合
集
』
の
時
代
區
分
に
準
じ
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、『
類
纂
』
の
序
で
は
第
四
期
と
『
合
集
』
で
時
代
區
分
さ
れ
る
歷
組
に
つ
い
て
、



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
四
九

第
一
期
お
よ
び
一
部
は
第
二
期
と
の
立
場
を
と
る
と
の
表
明
だ
け
は
し
て
い
る
。

（
14
）
な
お
、「
下
上
」
は
、
一
文
字
で
は
な
い
た
め
に
『
詁
林
』
に
親
字
と
し
て
は
採
用

さ
れ
て
い
な
い
。『
百
年
甲
骨
學
論
著
目
』（
後
出
）
な
ど
の
書
目
か
ら
關
連
論
著
を
探

し
出
す
ほ
か
な
い
。

（
15
）『
甲
骨
文
字
集
釋
』
の
內
容
は
、
本
文
一
四
卷
で
、
補
遺
・
存
疑
・
待
考
が
附
せ
ら

れ
て
い
る
。
索
引
に
は
「
本
書
索
引
」「
本
書
所
收
諸
家
異
說
索
引
」「
存
疑
索
引
」
の

三
種
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
畫
數
順
で
引
く
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
册
數
に
は
全
八
册
の

も
の
あ
り
、
全
七
册
の
も
の
あ
り
、
全
一
六
册
の
も
の
も
あ
る
。

（
16
）
孫
海
波
『
甲
骨
文
編
』（
一
九
三
四
年
）、
金
祥
恆
『
續
甲
骨
文
編
』（
一
九
五
九
年
）

は
い
ず
れ
も
甲
骨
文
字
の
諸
字
體
を
模
錄
し
、『
說
文
』
の
部
首
順
を
踏
襲
し
排
列
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
17
）『
合
集
』
所
錄
甲
骨
拓
片
の
字
體
區
分
に
つ
い
て
、
楊
郁
彥
『
甲
骨
文
合
集
分
組
分

類
總
表
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、『
合
集
』
全
片
を
分
類
對
象
と
し
、
第

四
期
と
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
歷
組
の
時
代
區
分
を
第
一
・
二
期
と
す
る
の
が
特
色

で
あ
る
。
ま
た
、
崎
川
隆
『
賓
組
甲
骨
文
分
類
硏
究
』（
上
海
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）
は
『
合
集
』
の
う
ち
賓
組
の
み
を
分
類
對
象
と
す
る
。

（
18
）
材
質
の
相
違
と
貢
納
者
あ
る
い
は
出
土
坑
（
地
點
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
號
小

論
の
註
8
に
詳
說
し
て
い
る
。

附
記
：
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
拙
稿
の
主
た
る
目
的
は
「
良
心
的
硏
究
者
」
が
甲
骨
學

論
文
や
著
書
を
讀
み
、
さ
ら
に
は
批
判
す
る
た
め
に
、
工
具
書
と
使
用
法
を
案
內
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
工
具
書
を
網
羅
的
に
、
漏
れ
無
く
取
り
あ
げ
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
來
の
初
心
者
向
け
に
書
い
た
も
の
で
も
な
い
。
本
來
の
初
心
者
に
は
、
甲
骨
版
の

良
質
の
寫
眞
な
り
精
緻
な
拓
本
な
り
を
提
供
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
美
し
い
寫
眞
や
拓
本
か
ら
、

甲
骨
文
字
の
大
き
さ
や
小
さ
さ
、
形
の
お
も
し
ろ
さ
を
よ
く
よ
く
味
わ
い
、
卜
辭
內
容
の
豐

富
さ
に
學
問
的
關
心
を
い
だ
く
、
と
い
う
こ
と
を
目
的
す
る
案
內
書
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
卜

辭
に
魅
力
を
感
じ
た
う
え
で
、
一
定
の
時
間
を
か
け
る
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
、
と
い
う
覺
悟

と
物
心
い
ず
れ
か
の
餘
裕
と
に
裏
打
ち
さ
れ
た
心
境
で
取
り
掛
か
る
の
が
最
良
で
あ
る
。
し

か
し
、
卜
辭
か
ら
當
時
の
社
會
な
り
眞
實
な
り
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
日
本
の

御
時
世
で
は
「
絕
滅
危
惧
種
」
に
屬
す
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
「
絕
滅
危
惧
種
」
の
た
め

の
甲
骨
學
入
門
あ
る
い
は
甲
骨
學
案
內
が
望
ま
れ
る
狀
況
の
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
漢
字
學
硏
究
會
會
員
）
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內

一
五
〇

圖Ⅰ（出所：『甲骨學辭典』カバー表紙・60 頁・419 頁）
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圖Ⅱⅰ（出所：『甲骨文字典』表紙・5～ 6頁〈上〉・7頁〈帝〉）
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一
五
二

圖Ⅱⅱ（出所：『甲骨文字典』23 ～ 24 頁〈禘〉）

圖Ⅲⅰ（出所：『小屯・殷虛文字丙編』丙 114 拓本・釋文）
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三

圖Ⅲⅱ（出所：『小屯・殷虛文字丙編』165 ～ 166 頁〈丙編 114 釋文・考證〉）

圖Ⅳⅰ
（出所：『英國所藏甲骨集・上編』231頁〈英 1133拓本〉）

圖Ⅳ ii
（出所：『甲骨文合集』4976 頁〈合集 39912 模本〉）
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一
五
四

圖Ⅴ（出所：『京都大學人文科學硏究所藏甲骨文字』圖版〈人文 692〉・本文 278 頁）

圖Ⅵ（出所：『甲骨綴合續集』第 366 組 11 ～ 12 頁）
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一
五
五

圖Ⅶⅱ（出所：『殷墟甲骨刻辭類纂』字形總表）

圖Ⅶⅰ（出所：『殷墟甲骨刻辭類纂』表紙・部首表）
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一
五
六

圖Ⅶⅳ（出所：『殷墟甲骨刻辭類纂』396 頁下段〈上帝〉）

圖Ⅶⅲ（出所：『殷墟甲骨刻辭類纂』418 頁下段〈帝〉）
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一
五
七

圖Ⅶⅴ（出所：『殷墟甲骨刻辭類纂』397 頁〈下上〉）
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學
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具
書
使
用
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內

一
五
八

圖Ⅷⅰ（出所：『甲骨文字詁林』1082 頁〈帝・禘〉）圖Ⅷⅱ（出所：『甲骨文字集釋』25 頁〈帝〉）


